
 

                           

数値はすべて公立学校のもの 

１ 結果のポイント（◇：成果、◆：課題） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問項目 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 
算数の勉強は好きですか。 
（肯定的評価をした児童の割合） 

大分県 ６４．０ 
全国  ６６．０ 

大分県 ６３．０ 
全国  ６５．９ 

大分県 ６２．０ 
全国  ６４．０ 

算数の授業の内容はよく分かりますか。

（肯定的評価をした児童の割合） 
大分県 ７７．９ 
全国  ８０．２ 

大分県 ７８．５ 
全国  ８０．６ 

大分県 ８２．３ 
全国  ８３．４ 

 平成３０年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：算数） 

 
 
全問題数：14 問（選択式 10 問・短答式 4 問） 
◇平均正答率 65（選択式 64.2・短答式 68.0）で、7 年連続で全 

国平均を上回っている。 
◇正答率は 12 問が全国平均を上回っている。 
◇無解答率は全問が全国平均を下回っている。 
◇領域別・観点別正答率はすべての項目で全国平均を上回っている。 
 

 
（本県平均正答率、全国平均正答率がともに低い設問） 
 ・答えが 12÷0.8 の式で求められる問題を選ぶ設問 

・円周率を求める式として正しいものを選ぶ設問 
・200 人のうち 80 人が小学生のとき、小学生の人数は全体の人数 
の何％かを選ぶ設問 

 
 
全問題数：10 問（選択式 3 問・短答式 2 問・記述式 5 問） 

平均正答率 52（選択式 55.7・短答式 67.9・記述式 44.2） 
◇正答率は 10 問中 7 問が全国平均を上回っている。 
◇無解答率は全問が全国平均を下回っている。 
◆領域別では「量と測定」が全国平均を下回っている。 
 
 
（本県平均正答率が全国平均正答率を下回った設問） 
 ・１回玉入れゲームの時間を３分に最も近い時間にするための 
  玉を投げる時間を、表に整理して求める設問 
 ・メモ１とメモ２は、それぞれ、グラフについてどのようなことに着目して書かれているのかを書く

設問 
・横の長さが７ｍの黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数が、100 枚あれば足りるわけ

を書く設問 

小学校：算数Ａ（知識） 

小学校：算数Ｂ（活用） 

児童質問紙 

算数Ａ 県 
全国と

の差 

全体 65  

領

域

別 

数と計算 63.6 1.3 

量と測定 74.8 2.1 

図形 58.4 1.5 

数量関係 61.2 1.1 

観

点

別 

数量や図形につ

いての技能 
65.7 2.7 

数量や図形につ

いての知識・理解 
65.1 1.3 

 

算数Ｂ 県 
全国との

差 

全体 52  

領

域

別 

数と計算 59.2 0.8 

量と測定 52.3 -0.1 

図形 61.7 1.8 

数量関係 45.6 0.5 

観

点

別 

数学的な考え方 49.8 0.6 

数量や図形につ

いての知識・理解 
75.1 3.4 

 

課題のある問題 

課題のある問題 



２ 課題が見られた問題と学習指導のポイント 

 
 

答えが 12÷0.8 の式で求められる問題を選ぶ設問 

【大分県平均正答率 42.1％ 全国平均正答率 39.9％】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

算数Ａ 

（趣旨）少数の除法の意味について理解している。 

解答類型 県平均 

正答率 

全国平均 

正答率 

正答 ◎２、４と解答しているもの 42.1% 39.9% 

 

誤

答 

例 

●１、４と解答しているもの 

【比較量を求めるときに、乗法ではなく除法を用いると捉え、１も選択している

と考えられる。】 

22.3% 21.5% 

上記以外の解答 35% 37.6% 

無解答 0.6% 1.0% 

 

【大分県平均正答率、全国平均正答率は公立の生徒の割合（％）】 

２ 

１ｍの重さが 12kg の鉄の棒があります。 
この鉄の棒 0.8ｍの重さは何 kg ですか。 

0.8Ｌで板を 12ｍ2ぬることができるペンキがあります。 
このペンキ１Ｌでは、板を何ｍ2ぬることができますか。 

式 12×0.8 式 □×0.8＝12 
    12÷0.8 

「上記以外の解答」の中に「３、４」という解答がある。このように解答した児童は、基準量と比較量

を正しく捉えることができず、「倍」という表現を含む文章から「３」も選択していると考えられる。 

【学習指導のポイント】 

数量の関係を的確に捉え、立式することができるようにする 
〇 図や数直線などを用いて、数量の関係を的確に捉え、立式することができるようにすることが

大切である。 指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、問題場面を図や数直線などに表し、

数量の関係を的確に捉え、立式する活動が考えられる。その際、下のように、乗法の問題場面と

除法の問題場面をそれぞれ表した、テープの図と数直線を合わせた図を比較することができるよ

うにすることが大切である。その上で、□の場所が異なることを確認し、割合に当たる大きさを

求める場合には乗法が用いられ、１に当たる大きさを求める場合には除法が用いられることを理

解できるようにすることが大切である。 



 
 
 

 
 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（趣旨）メモの情報と棒グラフを組み合わせたグラフを関連付け、総数や変化に着目している

ことを解釈し、それを言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。 

算数Ｂ 【大分県平均正答率、全国平均正答率は公立の生徒の割合（％）】 

メモ１とメモ２は、それぞれ、グラフについてどのようなことに着目して書かれているのか

を書く設問【大分県平均正答率 20.3％ 全国平均正答率 20.7％】 

３ 

解答類型 県平均 

正答率 

全国平均 

正答率 

正答 ◎メモ１は、12月の人数に着目して書かれていて、メモ２は、７月の人数と

12月の人数の差に着目して書かれている。 
20.3% 20.7% 

 

誤

答 

例 

●メモ１は 12 月の人数で、メモ２は７月の人数です。 

【メモ２について、示された数値が、二つの月の人数の差であることを捉えるこ

とをできていないと考えられる。】 

13.3% 11.3% 

上記以外の解答 50.7% 50% 

無解答 15.7% 18.0% 

「上記以外の解答」の中に「メモ１はめあてに取り組んだ人数で、メモ２はめあてに取り組めなかった人

数です。」という解答がある。このように解答した児童は、それぞれのメモに示されている数値が、グラフ

のどの部分に着目したものなのかを捉えて記述できていないと考えられる。 

【学習指導のポイント】 

グラフの特徴を複数の観点で捉えて、情報を読み取ることができるようにする  
〇 グラフの特徴を複数の観点で捉えて、情報を読み取ることができるようにするために、他者が読

み取った情報や観点をグラフと関連付けて解釈することができるようにすることが大切である。  

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、「12 月に進んであいさつをした人は約 570 人」や

「進んであいさつをした人は７月から 12月で約 50 人増えた」などの読み取った情報を、総数や変化  

といった観点で分類し、それぞれの情報について意見を出し合う活動が考えられる。その際、グラ

フのどの部分に着目して情報を読み取ったのかを説明し合うことで、他者が読み取った情報とグラ

フを関連付けて、「メモ１は、12 月の人数に着目して書かれている」ということや、「メモ２は、７

月と 12 月の人数の差に着目して書かれている」ということを解釈することができるようにすること

が大切である。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横の長さが７ｍの黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数が、100 枚あれば足り

るわけを書く設問【大分県平均正答率 42.7％ 全国平均正答率 43.2％】 

（趣旨）折り紙の枚数が 100 枚あれば足りる理由を、枚数、本数、個数などの数量を関連付け、

根拠を明確にして式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。 

解答類型 県平均 

正答率 

全国平均 

正答率 

正答例１ ◎黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の輪の個数は、30×14＝

420で、420個です。黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数は、 420

÷５＝84で、84枚です。だから、折り紙の枚数は、100枚あれば足ります。 

正答例２ ◎輪かざり１本を作るために必要な折り紙の枚数は、 30÷５＝６で、６

枚です。折り紙100枚から作ることができる輪かざりの本数は、 100÷６＝16あま

り４で、16本です。だから、折り紙の枚数は、100枚あれば足ります。 

正答例３ ◎黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の輪の個数は、30×14＝

420で、420個です。折り紙100枚から作ることができる折り紙の輪の個数は、５

×100＝500で、500個です。だから、折り紙の枚数は、100枚あれば足ります。 

42.7% 43.2% 

 

 

 

 

 

誤

答 

例 

正答例１の「420÷５＝84 で、84 枚です」が書かれていないもの 

正答例２の「100÷６＝16 あまり４で、16 本です。」が書かれていないもの 

正答例３の「30×14＝420 で、420 個です」や「５×100＝500 で、500

個です」が書かれていないもの 

1.6% 1.5% 

正答例１の「黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数は、 420÷５＝

84で、84枚です」が正しく書かれていないもの 

正答例３の「30×14＝420で、420個です。折り紙100枚から作ることができ

る折り紙の輪の個数は、５×100＝500で、500個です。」が正し

く書かれていないもの 

3.1% 3.1% 

正答例２で「輪かざり１本を作るために必要な折り紙の枚数は、 30÷５＝６で、

６枚です」のみ書かれているもの 
1.7% 1.8% 

上記以外の解答 34.7% 33.8% 

無解答 16.2% 16.6% 

 

５ 



   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 指導の改善のポイント（全体を通して） 
新大分スタンダードによる授業改善  

 （１）主体的な学びを促す「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の適切な設定 

  め あ て 付けたい力を身に付けさせるための、本時で目指す「活動のゴールの姿」や「ゴールとそれ

までの道筋」で設定する。 

  課  題 その時間に解決すべき事柄。児童に、問題文から解決方法や結果に見通しを持たせ、追究す

べき事柄を明確にした「焦点化した問題」を設定する。 

  ま と め 本時の課題に対する答え・結論 

  振り返り めあてに対する振り返り。学びの成果を実感させ、学んだことや意欲・問題意識等が次につ

なげられるような視点で設定する。 

 

 （２）板書の構造化 

   児童の思考を整理したり促したりする板書、思考の過程を振り返ることができる板書 

 

（３）習熟の程度に応じた指導（『個に応じた指導の手引き』参照 Ｈ29.3 大分県教育委員会） 

   本時における児童のつまずきを想定し、個に応じた指導や支援を講じる。 

   ○机間指導による個別支援 

   ○習熟度に応じた複数の問題プリントの作成 

   ○学びの困難さに対する手立ての準備  

 

 

 

「上記以外の解答」の中に「100÷５＝20 20－14＝６」という解答がある。このように解答した児童は、

折り紙 100 枚で輪かざり 20 本を作ることができると誤って捉え、20 本と 14 本を比較していると考えられ

る。 

【学習指導のポイント】 

日常生活の問題の解決のために、複数の情報を関連付けて論理的に考察し、判断の理由 を

説明することができるようにする  
○ 日常生活の問題の解決のために、複数の情報を解釈し関連付けて論理的に考察し、判断の理由

について根拠を明確にして説明することができるようにすることが大切である。  

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、複数の情報から、枚数、本数、個数などの数量

を解釈し関連付けて論理的に考察する活動が考えられる。その際、「50cm ごとに輪かざり１本を

かざる」 、「折り紙の輪 30 個で輪かざり１本を作る」 、「折り紙１枚で折り紙の輪５個を作る」

などの数量の関係を的確に捉えることができるようにすることが大切である。その上で、捉えた

数量の関係を基に、「折り紙の輪 30 個で輪かざり１本を作る」と「折り紙１枚で折り紙の輪５個

を作る」から、「折り紙６枚で輪かざり１本を作ることができる」などのように、数量の関係を

児童自らが見いだすことができるようにすることが大切である。  

また、例えば、折り紙が 100 枚で足りる理由を、筋道を立てて考え、根拠を明確にして説明す

る活動も考えられる。その際、「折り紙６枚で輪かざり１本を作ることができます。14 本の輪か

ざりを作るので、６×14＝84 で、84 枚です。」などと説明した場合には、「折り紙６枚で輪かざ

り１本を作ることができるということは、どのように考えたのですか。」や「84 とは何の数です

か。」などと学級全体に問いかけ、用いた数の意味や式の意味、答えの意味など、根拠を明確に

しながら説明することができるようにすることが大切である。このような活動が、児童自らが自

分の考えをより分かりやすく伝えようとする態度の育成につながると考えられる。 



（４）生徒指導の３機能を意識した問題解決的な展開の授業 

知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等のバランスを重視し、単元の中で、既習の知識や

技能、見方や考え方を活用し、問題解決の過程を児童が主体的に行うことができるような場面を設定す

る。 

 
見通しをもち筋道立てて考え、表現する活動を重視した授業の充実 

    児童に筋道立てて考えたことを、過不足なく表現させる場面では、全国学力・学習状況調査「記述式」

問題を参考に、説明に必要な要素を明確にして授業を行う。 

 事柄・事実の説明 計算の性質、図形の性質や定義、数量の関係の記述を求めること、表やグラフ等から

見いだせる傾向や特徴の記述を求めること。 

  方法・手順の説明 問題を解決するための自分の考え方や解決方法の記述を求めること、他者の考え方

や解決方法を理解して、その記述を求めること。 

理由の説明    ある事柄が成り立つことの理由や判断の理由の記述を求めること。 

「ＡだからＢとなる」のように、Ａという理由及びＢという結論を明確にして考え、

それを記述すること。理由として取り上げるべき事柄が複数ある場合には、それらを

全て取り上げて記述すること。 

 
児童に「見通しをもち筋道立てて考え、表現する力」を身に付けさせるためには、日頃の授業の中

で、児童が『説明の基本形』等を利用して説明することで、論理的な説明の組み立てに慣れることが

大切である。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その他 

  ○指導教諭や学力向上支援教員、習熟度別指導推進教員等の優れた実践を広げる。 

  ○家庭での学習習慣を身に付ける適切な指導を行う。 

 
 

国立教育政策研究所「全国学力・学習状況調査」資料を活用して下さい。 
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

 

『説明の基本形』については大分県教育委員会ＨＰに掲載しています。 

http://kyouiku.oita-ed.jp/gimu/2017/03/post-98.html 

説明の基本形（例） 

①考え方（根拠）を示し方針をはっきりさせる。 

②取り出した情報を整理し、計算等を行う。 

③答えにつながる計算や説明を行う。 

④答え（結論）を導き出す。 

※①～④に基づいた説明ができるように発達段階に応じて指導を行うことが大切です。 

児童がお互いで、説明を指摘し合ったり、修正したりする活動を充実させることが大切です。 


